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 安心して学習できる 環境づくりのため　
 千代野、広陽小学校の大規模改造・ 地震補強工事の請負契約を承認　

6月定例会概要 6月13日（火）～28日（水）
平成18年第2回市議会定例会

 

議
会
議
案 

２
件

国
へ
強
く
求
め
る
意
見
書
を
提
出

○
基
地
対
策
予
算
の
増
額
等
を
求
め
る
意
見
書

・
平
成
19
年
度
予
算
の
基
地
交
付
金
・
調
整
交
付
金
の
増
額
と
対
象

資
産
の
拡
大
、
基
地
周
辺
対
策
経
費
の
所
要
額
の
確
保
と
各
事
業

の
補
助
対
象
施
設
範
囲
拡
大
を
求
め
る
。

　

提
出
者　

撫
子 
順
一 

賛
成
多
数 

反
対
１
人

○
脳
脊
髄
液
減
少
症
の
研
究
・
治
療
等
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

・
交
通
事
故
等
の
外
傷
に
よ
る
脳
脊
髄
液
漏
れ
患
者
の
実
態
調
査
の

実
施
と
患
者
・
家
族
に
対
す
る
相
談
、
支
援
の
体
制
確
立
、
診
断

法
と
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
の
確
立
と
治
療
法
に
対
し
、
保
険
適

用
を
求
め
る
。

　

提
出
者　

北
村　

登  

全
員
賛
成

　 

人
事
案 
１
件

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
を
答
申

・
作
田
美
枝
子
さ
ん
（
森
島
町
）

・
森
下
富
士
夫
さ
ん
（
瀬
戸
） 

全
員
賛
成

　

 

条
例
案 

４
件

○
市
立
千
代
女
の
里
俳
句
館
条
例

・
10
月
１
日
の
開
館
に
あ
わ
せ
て
、
施
設
の
設
置
・
管
理
・
運
営
等

に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て
左
記
の
関
係
条
例

を
改
正
す
る
。

（
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
）

（
市
立
博
物
館
条
例
の
一
部
改
正
）

（
市
立
松
任
中
川
一
政
記
念
美
術
館
条
例
の
一
部
改
正
） 

全
員
賛
成

○
市
職
員
の
勤
務
時
間
、休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
育
児
又
は
介
護
を
行
う
職
員
の
早
出
遅
出
勤
務
の
対
象
範
囲
に
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
子
供
を
迎
え
に
行
く
場
合
を
追
加　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

全
員
賛
成

今
定
例
会
で
審
議
し
た
議
案
は
、次
の
と
お
り
で
す

◇
議
会
議
案
…
…
…
…
…
２
件　

 

◇
人
事
案
…
…
…
…
…
…
１
件

◇
条
例
案
…
…
…
…
…
…
４
件　

 

◇
補
正
予
算
案
…
…
…
…
６
件

◇
事
件
処
分
案
…
…
…
…
６
件　

 

◇
専
決
処
分
の
承
認
…
…
14
件

◇
報
告
案
件
…
…
…
…
…
８
件　

 

す
べ
て
、可
決
・
承
認
・
答
申
い
た
し
ま
し
た

建設中の千代女の里俳句館
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 安心して学習できる 環境づくりのため　
 千代野、広陽小学校の大規模改造・ 地震補強工事の請負契約を承認　

◎6月定例会概要

○
市
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
労
働
者
災
害
補
償
保
険
制
度
と
の
均
衡
を
図
る
た
め
、
通
勤
の
範

囲
に
複
数
就
業
者
の
就
業
場
所
へ
の
移
動
等
及
び
単
身
赴
任
者
の

赴
任
先
住
居
と
帰
省
先
住
居
の
移
動
の
追
加
と
、
刑
事
施
設
及
び

受
刑
者
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
監
獄
の
用
語

を
刑
事
施
設
に
改
正　
　

 

全
員
賛
成

○
子
育
て
支
援
医
療
給
付
金
支
給
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
の
制
定
に
伴
い
厚
生
省
告
示
が
廃
止
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
左
記
条
例
の
う
ち
廃
止
告
示
を
引
用
し
て
い
た
部

分
を
改
正

（
子
育
て
支
援
医
療
給
付
金
支
給
条
例
の
一
部
改
正
）

（
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
給
付
金
支
給
条
例
の
一
部
改
正
）

（
国
民
健
康
保
険
診
療
所
条
例
の
一
部
改
正
） 

全
員
賛
成

 

平
成
18
年
度
補
正
予
算
案 

６
件

○
一
般
会
計　
　
　
　
　

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

○
老
人
保
健
特
別
会
計　

○
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

○
墓
地
公
苑
特
別
会
計　

○
観
光
事
業
特
別
会
計 

　

全
員
賛
成

 

事
件
処
分
案 

６
件

○
白
山
郷
事
業
組
合
規
約
の
変
更

・
組
合
事
務
所
の
位
置
を
、
月
橋
町
６
９
７
番
地
１　

鶴
来
保
健
セ

ン
タ
ー
内
か
ら
鶴
来
本
町
四
丁
目
ヌ
８
５
番
地　

白
山
市
鶴
来
支

所
内
へ
変
更 

全
員
賛
成

○
市
道
路
線
の
認
定（
１
路
線
）

・
道
路
改
良
の
完
成
に
よ
る 

全
員
賛
成

○
か
わ
ち
農
林
水
産
物
処
理
加
工
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

・
有
限
会
社
河
内
農
村
振
興
公
社
を
指
定
管
理
者
と
し
、
平
成
23
年

３
月
末
日
ま
で
の
指
定
期
間
を
決
め
る
。 

全
員
賛
成

○
平
成
18
年
度
市
営
相
木
住
宅
建
設
工
事
６
工
区
（
建
築
工
事
）
の
請

負
契
約

・
千
代
野
建
設
㈱
と
２
億
８
３
５
０
万
円
で
契
約 

全
員
賛
成

○
千
代
野
小
学
校
大
規
模
改

造
・
地
震
補
強
工
事（
１
期
建
築

工
事
）の
請
負
契
約

・
白
山
・
山
本
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体
と

　

３
億
１
１
３
３
万
円
で
契
約 

全
員
賛
成

○
広
陽
小
学
校
大
規
模
改
造
・
地

震
補
強
工
事
（
１
期
建
築
工
事
）
請

負
契
約

・
岡
・
兵
井
特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体
と

　

２
億
９
２
９
５
万
円
で
契
約 

全
員
賛
成

事
件
処
分
と
は
、
法
令
に
よ
り
議
会
が
議
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
案
件
の
う
ち
予
算
・
条
例
・
人
事
以
外
の
も
の

千代野小学校広陽小学校
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専
決
処
分
の
承
認 

承
認
14
件

平
成
17
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
３
月
31
日
専
決
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…

２
３
４
４
万
円　
　

５
２
７
億
５
３
２
万
円

平
成
17
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
３
月
31
日
専
決
）  

…
…
…
…
…
…
…
…

▲
４
２
２
８
万
円　
　

８
６
億
２
２
２
０
万
円

平
成
17
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算（
３
月
31
日
専
決
）

…
…
…
…
…
…

▲
１
億
９
６
０
９
万
円　
　

９
７
億
５
１
１
９
万
円

平
成
17
年
度
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
３
月
31
日
専
決
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…

▲
２
９
４
万
円　
　
　
　
　

６
１
０
７
万
円

平
成
17
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
３
月
31
日
専
決
）  

…
…
…
…
…
…
…
…
…

▲
６
８
１
万
円　
　
　

４
億
３
７
５
４
万
円

平
成
17
年
度
観
光
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
３
月
31
日
専
決
）　
　

 

…
…
…
…
…
…

財
源
調
整
に
よ
る
補
正　
　

２
９
億
９
７
３
６
万
円

平
成
17
年
度
温
泉
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
３
月
31
日
専
決
）　
　

  

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

１
４
６
万
円　
　
　
　
　

７
１
５
６
万
円

平
成
17
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
３
月
31
日
専
決
）　

…
…
…
…
…
…
…
…
…

５
９
１
５
万
円　
　

９
８
億
３
７
１
６
万
円

平
成
17
年
度
宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
３
月
31
日
専
決
）

…
…
…
…
…
…

財
源
調
整
に
よ
る
補
正　
　
　
　
　

２
３
７
５
万
円

平
成
18
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算（
５
月
22
日
専
決
）　
　

  

…
…
…
…
…
…
…
…
…

９
３
９
７
万
円　
　

９
６
億
２
２
１
１
万
円

平
成
18
年
度
観
光
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
５
月
22
日
専
決
）　

…
…
…
…
…
…
…

９
億
２
８
４
０
万
円　
　

１
８
億
３
７
６
５
万
円

　

 

以
上
、全
員
承
認
し
ま
し
た

○
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例（
３
月
31
日
専
決
）

 
 

　

賛
成
多
数　

反
対
１
人

○
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例（
３
月
31
日
専
決
）

 
 

　

賛
成
多
数　

反
対
１
人

○
中
部
圏
の
都
市
開
発
区
域
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
課
税
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例（
３
月
31
日
専
決
） 

全
員
賛
成

 

報
告
案
件 

報
告
８
件

○
平
成
17
年
度
一
般
会
計
繰
越
明
許
費

 

22
事
業
、
７
億
７
６
７
０
万
円
を
次
年
度
へ
繰
越

○
平
成
17
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
越
明
許
費

 

１
事
業
、
２
１
５
６
万
円
を
次
年
度
へ
繰
越

○
平
成
17
年
度
観
光
事
業
特
別
会
計
繰
越
明
許
費

 

１
事
業
、
１
１
１
８
万
円
を
次
年
度
へ
繰
越

○
平
成
17
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
越
明
許
費

 

２
事
業
、
４
億
８
１
１
万
円
を
次
年
度
へ
繰
越

○
白
山
市
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
の
報
告

○（
財
）白
山
市
地
域
振
興
公
社
の
経
営
状
況
の
報
告

○（
財
）白
山
市
体
育
施
設
管
理
公
社
の
経
営
状
況
の
報
告

○（
財
）白
山
市
農
業
公
社
の
経
営
状
況
の
報
告

　

 

以
上
、報
告
を
受
け
ま
し
た

・
議
会
運
営
委
員
会
の
副
委
員
長
が
空
席
で
し
た
が
、
北
村
登
氏
が

就
任
し
、
新
た
に
委
員
と
し
て
吉
田
郁
夫
氏
が
加
わ
り
ま
し
た
。

・
議
会
選
出
の
農
業
委
員
が
、
北
村
登
氏
と
寺
越
和
洋
氏
か
ら
岡
田

俊
吾
氏
と
村
下
眞
次
氏
に
代
わ
り
ま
し
た
。

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
委
員
が
代
わ
り
ま
し
た
。

　

次
の
と
お
り
で
す
。

　
　

委
員
長　
　

古
河
尚
訓　
　
　
　

副
委
員
長　

南　

清
人

　
　

委
員　
　
　

西
川
寿
夫　
　
　
　

委
員　
　
　

藤
田
政
樹

　
　

委
員　
　
　

河
原
秀
昭　
　
　
　

委
員　
　
　

小
川
義
昭

白山市議会2年目へ入りました

専
決
処
分
と
は
、
議
会
を
招
集
す
る
時
間
が
な
い
と
認
め
た
場
合

な
ど
特
定
の
場
合
に
、
長
が
議
会
に
代
わ
っ
て
議
決
す
べ
き
事
件

の
処
分
を
行
う
こ
と
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◎6月定例会概要

6月補正予算

 一般会計
 歳入の主なもの
国庫支出金 …………………… 2億1,630万円

県支出金 …………………………… 1,617万円

繰越金 ………………………… 3億4,219万円

諸収入 ……………………………… 2,486万円

市債（借金） ……………………… 1億6,660万円

 歳出の主なもの
○総務費………………増額 305万円
コミュニティ助成事業　加賀野まつり実行委員会

へ倉庫新設助成 ……………………… 250万円

○民生費………………増額 　9,773万円
知的障害者通所授産施設整備補助事業　社会福

祉法人ひびきへ建設補助 …………… 2,376万円

放課後児童クラブ（あおぞらクラブ）建設

広陽小学校敷地内 ………………… 6,460万円

蝶屋保育園冷暖房工事 ……………… 178万円

○衛生費………………増額 623万円
共同墓地整備として中新保町会へ …… 245万円

○農林水産業費………増額 909万円
園芸等被害緊急復旧対策事業　豪雪によるパイプ

ハウスの補助 …………………………… 400万円

白山ろく自然環境調査事業　自然環境調査及び

絶滅危惧種の生息調査 ……………… 250万円

○商工費………………増額 2億4,917万円
観光施設修繕（パーク獅子吼、花ゆうゆう、国民宿

舎白山一里野荘、温泉センター天領、ハーブの里ミ

ントレイノ、瀬女コテージ村、御前荘、白山恐竜パー

ク白峰）豪雪による復旧 …………… 2,447万円

スキー場産業再生事業 ………………… 750万円

観光事業特別会計へ繰出金 …… 2億575万円

○土木費………………増額 3億6,433万円
あさひ荘苑福増線道路整備 …… 1億5,970万円

末松徳光線道路整備 …………… 1億180万円

平加井関線道路整備 ……………… 2,124万円

美川地区まちづくり総合支援事業 … 7,700万円

○教育費………………増額 4,151万円
鶴来博物館（朝日城屋根修繕） ……… 1,000万円

体育施設管理運営費　出城多目的広場、一木運

動広場の管理 ……………………… 1,508万円

 特別会計
 ◇国民健康保険特別会計（事業勘定分）

 増額 ……… 180万円
 歳入  一般会計繰入金

 歳出  法改正に伴うシステム改修業務委託 …

 ………………………………… 180万円

 ◇老人保健特別会計 　増額 ……… 198万円
 歳入  一般会計繰入金

 歳出  法改正に伴うシステム改修業務委託 198万円

 ◇簡易水道事業特別会計 　

 増額 ……… 210万円
 歳入  市債の発行　水道事業債

 歳出  木滑地区送水管布設替工事 … 210万円

 ◇墓地公苑特別会計    増額 …1億7,720万円
 歳入  市債の発行　墓地公苑債

 歳出  竹松町地内に1,400区画の墓地公苑造成 

 ………………………… 1億7,720万円

 ◇観光事業特別会計    増額 …3億1,580万円
 歳入  使用料、一般会計繰入金、諸収入

 歳出  スキー場等の指定管理委託料、リフト・圧

雪車等施設の修繕等

 金沢セイモアスキー場関連 9,845万円

 河内保健休養施設事業（清流） 480万円

 中宮温泉スキー場関連 …… 4,340万円

 鳥越高原大日スキー場関連 3,030万円

 一里野温泉スキー場関連 … 7,096万円

 白峰温泉スキー場関連 …… 6,790万円

 債務負担行為
 白山ろく自然環境調査事業費 750万円
 （平成19、20年度発生する事業の予定金額）

＊歳入、歳出とも主なものを載せてあります。

補正予算合計 増額 12億6,999万円　総額 832億4,750万円

内一般会計補正予算 増額   7億7,111万円　総額 455億1,111万円
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質
問 

企
業
誘
致
に
よ
る
税

収
増
に
よ
っ
て
市
の
財
政
健

全
化
を
図
る
、と
い
う
方
針
は

了
承
し
て
い
る
。で
は
そ
の
数

値
目
標
を
ど
の
よ
う
に
設
定

し
て
い
る
の
か
。

　

当
市
に
は
、企
業
誘
致
を
ス

キ
ー
場
問
題
と
絡
め
て
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、と

い
う
特
殊
事
情
が
あ
る
こ
と

か
ら
、山
ろ
く
地
域
へ
の
企
業

誘
致
を
優
先
す
べ
き
だ
。

　

山
ろ
く
地
域
へ
の
企
業
誘

致
は
、土
地
代
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ

る
が
、そ
れ
以
外
に
も
条
件
面

を
抜
本
的
に
整
え
る
必
要
が

あ
り
、条
例
を
整
備
し
な
け
れ

ば
、競
争
上
優
位
に
立
て
な
い

の
で
は
な
い
か
。

　

条
例
を
整
備
す
る
に
は
、そ

の
前
に
企
業
誘
致
に
よ
る
税

収
の
状
況
が
決
算
書
類
で
分

る
よ
う
に
な
っ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、企
業
誘
致
後
５
年
以

上
経
過
し
た
企
業
全
体
の
企

業
誘
致
に
関
す
る
費
用
対
効

果
を
、行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
分
析
し
た
結
果
も
見
極

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
ど

う
か
。

 

市
長 

①
本
年
度
新
た
な
工

業
団
地
の
適
地
検
討
に
着
手

し
た
。

　

山
ろ
く
地
域
へ
も
光
フ
ァ

イ
バ
ー
の
整
備
を
進
め
て
い

る
の
で
、そ
れ
も
企
業
誘
致
の

推
進
力
に
な
る
も
の
と
、希
望

を
持
っ
て
い
る
。

②
関
係
条
例
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、今
後
近
隣
自
治
体
の

動
向
等
を
注
視
し
な
が
ら
考

え
て
い
く
。

　

新
規
誘
致
企
業
に
対
し
て

だ
け
で
な
く
、既
存
工
場
の
新

築
等
に
つ
い
て
も
支
援
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
。

③
企
業
誘
致
に
よ
る
税
収
見

込
み
の
推
測
は
難
し
い
の
で
、

数
値
目
標
の
設
定
を
し
て
い

な
い
。し
か
し
、
企
業
誘
致
の

た
め
に
投
資
し
た
効
果
が
ど

う
で
あ
る
か
、数
字
で
分
る
よ

う
に
し
た
い
。

④
固
定
資
産
税
収
入
の
法
人
・

個
人
別
金
額
に
つ
い
て
は
、決

算
説
明
書
に
明
記
す
る
。

 

企
画
財
政
部
長 

今
の
と
こ

ろ
企
業
誘
致
に
関
す
る
費
用

対
効
果
を
行
政
評
価
シ
ス
テ

ム
に
よ
っ
て
評
価
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
な
い
。今
後
こ

の
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
に
取

り
組
む
。

水上 俊明

Ｑ 

山
ろ
く
地
域
へ
の

 

企
業
誘
致
を
優
先
せ
よ

Ａ 

光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
整
備
に
よ
り

 

希
望
を
持
っ
て
い
る

観
光
施
策
に
つ
い
て

 

質
問 

①
白
峰
地
域
な
ど
白
山

市
内
の
４
箇
所
に
新
た
な
道
の

駅
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。②

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
新
し
い
観
光

施
策
を
公
募
し
た
。そ
の
結
果

を
示
せ
。③
白
山
市
を
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
に
、
白
山
市
を
舞
台
に

し
た
も
の
を
対
象
と
す
る
白
山

文
学
賞
の
創
設
を
提
案
す
る
。

④
手
取
川
流
域
に
全
長
50
Ｋ
ｍ

の
桜
街
道
の
設
置
を
再
提
案
す

る
。

 

市
長 

①
新
た
な
設
置
に
は
多

額
の
費
用
が
必
要
で
あ
り
、
長

期
的
構
想
と
し
て
検
討
し
た
い
。

②
現
在
、市
民
か
ら
の
提
案
は
な

い
。③
文
学
賞
の
創
設
に
は
様
々

な
制
約
が
あ
り
不
可
能
で
あ
る
。

④
桜
街
道
が
で
き
れ
ば
全
国
屈

指
の
桜
の
名
所
に
な
る
。実
現
に

は
課
題
も
多
い
が
、国
土
交
通
省

と
協
議
を
進
め
た
い
。

少
子
化
対
策
の
拡
充
に
つ
い
て

 

質
問 
①
妊
婦
の
定
期
健
康
診

査
費
用
の
市
独
自
の
無
料
枠
拡

大
を
求
め
る
。②
不
妊
治
療
費
の

助
成
制
度
の
拡
充
を
求
め
る
。

 

市
長 

①
第
３
子
以
降
を
対
象

と
す
る
制
度
の
拡
充
を
検
討
す

る
。②
国
の
動
向
を
見
守
り
な

が
ら
、前
向
き
に
検
討
す
る
。

防
火
対
策
に
つ
い
て

 

質
問 

①
町
内
会
に
購
入
費
の

一
部
補
助
制
度
を
設
け
、
街
頭

に
消
火
器
を
設
置
し
て
は
ど
う

か
。②
既
存
住
宅
に
火
災
警
報

器
の
設
置
を
促

進
す
る
た
め
、
２

年
限
定
の
補
助

制
度
を
設
置
せ

よ
。

 

市
長 

①
町
内

会
に
対
す
る
補

助
制
度
の
対
象
に
消
火
器
を
追

加
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。②
障

害
者
世
帯
や
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
世
帯
を
対
象
と
し
た
支
援

策
を
優
先
的
に
取
組
み
た
い
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
拡
充
に
つ
い
て

 
質
問 

①
市
内
公
共
施
設
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
設
置
拡
充
を
求
め
る
。

②
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
土
日
の

貸
し
出
し
制
度
を
提
案
す
る
。

 

健
康
福
祉
部
長 
①
吉
野
谷
診

療
所
に
新
設
し
た
い
。今
後
も

設
置
を
推
進
す
る
。②
貸
し
出

し
制
度
に
つ
い
て
は
導
入
に
向

け
て
検
討
す
る
。

街頭に設置されている消火器。

清水 芳文

Ｑ 

妊
婦
の
定
期
健
診
費
用
の

 

無
料
枠
拡
大
を
求
め
る 

Ａ 

第
３
子
以
降
を
対
象
に
制
度
の

 

拡
充
を
検
討
す
る

清水 芳文

水上 俊明
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質
問 

松
任
駅
南
土
地
区
画
整

理
事
業
地
内
に
お
け
る
立
体

駐
車
場
の
整
備
状
況
は
ど
う

か
。

 

市
長 

キ
ー
テ
ナ
ン
ト
を
含
む

立
体
駐
車
場
の
整
備
は
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
を
採
用
し
、
北
國
銀
行

な
ど
の
提
案
を
採
用
し
年
内

を
目
途
に
作
業
を
進
め
る
。

 

質
問 
自
治
基
本
条
例
制
定
に

係
る
日
程
、
策
定
手
法
及
び
市

民
参
加
は
ど
う
な
る
の
か
。

 

市
長 

検
討
委
員
会
を
設
置

し
素
案
の
策
定
を
行
い
、
市
民

の
意
見
を
十
分
に
反
映

さ
せ
る
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
を
８
月
中

を
目
途
に
随
時
開
催
し
、

本
年
度
中
に
、
条
例
案
を

上
程
す
る
。

 

質
問 

白
山
市
総
合
計
画

に
対
す
る
市
民
の
意
見

は
ど
う
か
。

 

市
長 

今
回
市
民
に
対
し

て
求
め
た
意
見
は
基
本

理
念
や
市
の
将
来
像
の

基
本
構
想
で
あ
り
、
過
疎

地
振
興
策
・
企
業
誘
致
等

の
意
見
が
あ
っ
た
。今
後

策
定
す
る
基
本
計
画
に

も
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
し
市
民
の
意
見
を

十
分
反
映
さ
せ
る
。

 

質
問 

行
政
経
営
型
の
行
財
政

運
営
に
主
眼
を
お
い
た
行
政

評
価
シ
ス
テ
ム
を
構
築
せ
よ
。

 

企
画
財
政
部
長 

職
員
一
人
ひ

と
り
の
行
政
経
営
と
い
う
意

識
改
革
と
、
市
民
が
主
人
公
と

の
考
え
方
に
立
ち
、
事
業
の
重

点
化
、
効
率
化
を
図
る
た
め
確

認
・
評
価
・
改
善
・
見
直
し
が
十

分
行
わ
れ
る
よ
う
に
行
政
評

価
シ
ス
テ
ム
の
充
実
を
図
る
。   

 

質
問 

行
財
政
改
革
に
行
政
経

営
と
い
う
視
点
を
導
入
で
き

な
い
か
。

 

企
画
財
政
部
長 

行
財
政
改
革

推
進
室
に
配
置
す
る
職
員
は

企
画
課
と
兼
務
で
は
な
く
、
専

任
職
員
を
配
置
し
行
政
経
営

を
推
進
し
て
い
く
。

 

質
問 

ゴ
ミ
の
減
量
化
は
次
世

代
に
ツ
ケ
を
残
さ
ず
、
環
境
に

優
し
い
社
会
創
り
と
共
に
ゴ

ミ
処
理
費
用
の
減
少
が
税
金

の
無
駄
を
無
く
す
る
こ
と
に

も
な
る
。ゴ
ミ
処
理
費
用
の
負

担
金
割
合
を
ゴ
ミ
の
量
に
比

例
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ

り
、
市
民
の
理
解
と
協
力
が
得

ら
れ
易
い
方
法
だ
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

 

市
長 

私
も
同
じ
気

持
ち
で
す
。

 

市
民
生
活
部
長 

５
年
間
で
人
口
割

80
％
、
処
理
割
20
％

に
設
定
し
た
が
、
今

後
処
理
割
の
負
担

率
を
上
げ
る
よ
う

協
議
し
て
い
く
。

終
末
期
医
療
の

あ
り
よ
う
は

 

質
問 

白
山
石
川
医

療
施
設
組
合
は
地

域
医
療
行
政
の
要

と
し
て
、
安
心
し
て

暮
せ
る
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
て
き

た
。

　

医
療
現
場
に
混

乱
と
心
の
痛
み
を
生
じ
さ
せ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
終
末
期

医
療
の
基
本
ル
ー
ル
を
し
っ

か
り
と
整
理
し
、
事
前
に
手
順

を
講
じ
て
お
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

 

市
長 

今
後
、
病
院
倫
理
委
員

会
な
ど
で
、
改
め
て
延
命
治
療

を
含
め
た
終
末
期
医
療
に
つ

い
て
の
判
断
を
考
え
て
い
く
。

中西 恵造

Ｑ 

ゴ
ミ
処
理
費
用
の
負
担
金
を

 

処
理
量
割
へ

Ａ 

同
感
で
あ
り
、

 

今
後
協
議
し
て
い
く

小川 義昭

Ｑ 

Ｊ
Ｒ
松
任
駅
周
辺
に

 

交
番
を
設
置
せ
よ

Ａ 

松
任
署
な
ど
と
協
議
し

 

設
置
に
向
け
努
力
す
る

小川 義昭

中西 恵造

立体駐車場完成予想図

子供も参加資源ゴミ収集

地域医療の要、公立松任石川中央病院
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質
問 

乳
が
ん
検
診
は
、
検
診

車
で
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診

を
実
施
し
て
い
る
。公
立
松
任

石
川
中
央
病
院
で
、
な
ぜ
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
を
受
け
ら

れ
な
い
の
か
。ま
た
、
来
る
７

月
に
公
立
つ
る
ぎ
病
院
に
待

望
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
が
導

入
さ
れ
る
と
聞
く
。月
曜
日
の

午
後
の
み
の
婦
人
科
診
療
の

体
制
を
こ
の
機
会
に
見
直
し
、

子
宮
が
ん
検
診
と
合
わ
せ
て

婦
人
が
ん
検
診
の
充
実
を
図

る
よ
う
改
善
を
求
め
る
。

 

市
長 

本
年
度
、
公
立
つ
る
ぎ

病
院
で
新
た
に
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
の
導
入
整
備
を
進
め
て

お
り
、
両
病
院
で
の
実
施
を
検

討
す
る
。公
立
つ
る
ぎ
病
院
の

婦
人
科
に
つ
い
て
は
健
診
体

制
の
充
実
に
向
け
鋭
意
検
討

す
る
。

住
基
カ
ー
ド
の
多
目
的
利
用
で

普
及
を
促
進
せ
よ

 

質
問 

写
真
付
は
公
的
証
明

書
と
し
て
利
用
で
き
る
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
で
す
。こ
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
の
空
き
メ
モ
リ
ー
を
利
用

し
て
、
富
山
県
南
砺
市
は
証
明

書
自
動
交
付
機
、
印
鑑
登
録

書
、
図
書
館
カ
ー
ド
等
多
目

的
利
用
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に

努
め
、
普

及
率
38
・

４
％
を
上

げ
て
い

る
。

本
市
の
普
及
状
況
は
、

３
５
３
枚
、０
・
31
％
。

普
及
率
向
上
に
取
り
組
む

 

市
長 

い
し
か
わ
市
町
電
子
申

請
シ
ス
テ
ム
運
営
協
議
会
で
、

多
目
的
利
用
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
。

朝
食
欠
食
児
童
を
ゼ
ロ
に

 

質
問 

肥
満
な
ど
の
生
活
習
慣

病
を
招
く
こ
と
に
な
る
。市
内

小
中
学
校
の
朝
食
欠
食
の
実

態
は
ど
う
か
。

 

健
康
福
祉
部
長 

小
学
５
年

生
で
７
・
１
％
、
中
学
２
年
生

４
・
１
％
が
朝
食
欠
食
と
な
っ

て
い
る
。

 

質
問 

給
食
後
の
歯
磨
き
運
動

を

 

教
育
部
長 

小
中
学
校
へ
運
動

の
推
進
を
働
き
か
け
る
。

 

質
問 

桑
島
化
石
壁
か
ら
貴

重
な
化
石
が
発
掘
さ
れ
て
い

る
。こ
の
地
域
に
は
観
光
施
設

の
「
恐
竜
パ
ー
ク
」
と
研
究
施

設
の
「
化
石
調
査
セ
ン
タ
ー
」

が
あ
る
が
別
々
に
運
営
さ
れ

て
い
る
。こ
れ
を
一
体
的
運
営

と
し
、「
恐
竜
パ
ー
ク
」を
博
物

館
な
ど
教
育
施
設
と
し
、
学
芸

員
を
置
い
て
子
ど
も
達
に
化

石
学
習
や
発
掘
体
験
を
提
供

す
る
拠
点
に
で
き
な
い
か
。ま

た
、
全
国
に
誇
る
化
石
の
宝
庫

で
あ
り
、
地
方
の
自
治
体
が
抱

え
込
む
課
題
で
は
な
い
。市
長

と
し
て
県
へ
の
働
き
か
け
を

強
め
、
こ
の
周
辺
が
県
の
学
術

研
究
、
教
育
体
験
学
習
、
地
域

間
交
流
の
場
に
発
展
す
る
こ

と
を
期
待
す
る
が
ど
う
か
。。

 

市
長 

世
界
的
に

希
少
価
値
の
高
い

自
然
資
料
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
体

験
学
習
や
交
流
学

習
は
検
討
し
て
い

く
。恐
竜
パ
ー
ク

の
運
営
は
指
定
管

理
者
に
移
行
し

た
ば
か
り
で
教
育

施
設
化
は
慎
重
に

行
い
た
い
。県
を

代
表
す
る
自
然
資

料
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
県
に
は
学
芸
員
の
派
遣
や

施
設
整
備
の
支
援
を
強
く
要

望
す
る
。

 

質
問 

全
国
や
県
な
ど
行
政
に

よ
る
過
度
な
学
力
調
査
は
テ

ス
ト
が
教
育
内
容
を
一
律
化

す
る
恐
れ
が
あ
る
。こ
れ
以
上

の
テ
ス
ト
は
必
要
で
は
な
く
、

白
山
市
独
自
の
調
査
は
引
き

続
き
見
送
れ
。ま
た
、
全
国
学

力
調
査
の
結
果
公
表
は
、
競
争

を
あ
お
り
序
列
化
を
も
た
ら

す
懸
念
が
あ
り
慎
重
で
あ
る

べ
き
だ
。

 

教
育
長 

国
や
県
に
学
力
調
査

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
と

こ
ろ
白
山
市
独
自
の
も
の
は

考
え
て
い
な
い
。全
国
学
力
調

査
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

そ
の
目
的
が
学
習
到
達
度
の

把
握
と
指
導
法
の
改
善
で
あ

り
、
学
校
間
の
序
列
や
過
度
の

競
争
を
あ
お
ら
な
い
よ
う
今

後
と
も
慎
重
に
対
応
す
る
。

つるぎ病院にマンモグラフィ

古河 尚訓

Ｑ 

桑
島
化
石
壁
を
県
内
の

 

教
育
体
験
活
動
の
拠
点
に

Ａ 

感
性
豊
か
な
教
育
に
つ
な
が
り

 

県
に
も
要
望
す
る

宮中 郁恵

Ｑ 

２
公
立
病
院
で
マ
ン
モ
グ 

 

ラ
フ
ィ
検
診
を
実
施
せ
よ

Ａ 

皆
が
利
用
し
や
す
い

 

受
診
体
制
の
整
備
を
検
討
す
る

化石壁の下で学習する「化石調査隊」

宮中 郁恵

古河 尚訓
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質
問 

住
宅
火
災
に
よ
る
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
の
死
亡
割

合
が
高
く
、今
後
一
人
暮
ら
し

老
人
に
火
災
警
報
器
取
付
の

一
部
助
成
を
設
け
、普
及
し
て

い
く
考
え
は
あ
る
の
か
。

 

市
長 

現
在
、
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
は
火
災
警

報
機
も
含
ま
れ
て
お
り
、今
後

と
も
内
容
の
充
実
、啓
発
普
及

に
努
め
る
。

 

質
問 

遠
距
離
通
学
す
る
中

学
校
生
徒
に
冬
期
間
の
み
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
を
検
討

で
き
な
い
か
。

 

教
育
長 

冬
季
通
学
に
、
現
行

の
遠
距
離
通
学
補
助
制
度
の

対
象
距
離
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

を
見
直
す
方
向
で
検
討
す
る
。

ま
た
今
年
度
、
旭
丘
小
学
校
区

に
冬
期
間
、
遠
距
離
通
学
用
に

バ
ス
を
借
り
上
げ
て
運
行
で

き
る
準
備
を
行
う
。

 

質
問 

出
城
地
区
の
野
球
場
を

市
が
地
権
者
か
ら
借
り
る
が
、

市
内
の
高
校
に
も
利
用
で
き

る
よ
う
に
整
備
す
べ
き
だ
。野

球
場
の
建
設
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

 

市
長 

野
球
・
サ
ッ
カ
ー
な
ど

無
料
で
貸
し
出
す
。
松
任
高

校
も
利
用
し
成
果
を
出
し
て

ほ
し
い
。施
設
整
備
は
検
討
す

る
。野
球
場
は
必
要
だ
が
財
政

状
況
で
難
し
い
。検
討
課
題
に

し
て
い
く
。

 

質
問 

『
企
業
誘
致
に
関
す
る

情
報
提
供
報
賞
制
度
』（
提
供

者
に
２
０
０
万
円
の
報
賞
金
）

を
情
報
が
得
や
す
い
よ
う
に

広
報
す
べ
き
だ
。土
地
開
発
公

社
が
所
有
し
て
い
る
、「
塩
漬

け
土
地
」
が
約
10
カ
所
あ
る
。

１
年
間
の
利
息
の
合
計
は
約

４
６
６
万
円
で
、
毎
年
度
利
息

を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。今

後
も
処
分
で
き
る
目
処
が
立

た
な
い
状
況
で
、
安
く
処
分
で

き
な
い
。こ
の
際
、
こ
の
制
度

を
「
塩
漬
け
土
地
」
も
対
象
と

し
考
え
て
は
ど
う
か
。

 

助
役 

制
度
を
県
及
び
関
係

機
関
、
郷
土
出
身
の
方
へ
案
内

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
記
載

す
る
。

　

公
社
所
有
の
長
期
所
有
物

件
に
つ
い
て
報
賞
制
度
の
準

用
は
有
効
な
手
段
で
あ
り
、
工

業
用
地
以
外
で
対
応
が
で
き

な
い
か
検
討
し
て
い
く
。

 

質
問 

横
浜
市
立
保
育
園
の
民

営
化
に
対
し
、横
浜
地
裁
は
早

急
な
民
営
化
は
違
法
と
し
、横

浜
市
に
賠
償
命
令
の
判
決
を

出
し
た
。

　

法
律
の
専
門
家
に
よ
る
と

「
急
ぎ
す
ぎ
」
の
み
が
違
法
根

拠
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
て
い

る
が
、
最
大
の
争
点
は
、「
手
続

き
的
な
方
法
や
準
備
期
間
」
の

問
題
で
は
な
く
、「
保
育
所
に

お
い
て
保
育
を
受
け
る
権
利
」

や
「
保
護
者
の
保
育
所
選
択

権
」
の
法
的
確
認
に
あ
る
。財

政
だ
け
を
優
先
し
、
子
供
た
ち

が
そ
の
犠
牲
に
な
っ
て
は
な

ら
な
い
。

　

民
営
化
に
つ
い
て
の
議
論

は
、
児
童
や
保
護
者
を
第
一
に

考
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

例
え
ば
、
少
子
化
対
策
と
し
て

通
院
費
助
成
の
拡
大
が
望
ま

れ
て
い
る
が
ど
う
か
。

 

市
長 

民
営
化
で
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
低
下
す
る
と
言
わ
れ
る
。

保
育
の
施
策
を
無
視
せ
ず
、
地

域
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が

ら
順
次
進
め
る
。

竹田 伸弘

Ｑ 

少
子
化
対
策
へ
の
要
望
に

 

応
え
よ

Ａ 

通
院
費
助
成
を
６
年
生
ま
で
に

 

拡
大
す
る

小島 文治

Ｑ 

冬
期
間
の
遠
距
離
通
学
手
段
を

 

検
討
せ
よ

Ａ 

対
象
距
離
を
短
縮
、制
度
拡
充

 

を
検
討

財団法人日本防火協会発行「住宅用火災警報器PRハンドブック」より

小島 文治

竹田 伸弘
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質
問 

本
市
の
合
併
特
例
債

事
業
シ
ー
ト
に
、
平
成
17
年

度
を
初
年
度
と
す
る
多
く
の

小
・
中
学
校
の
改
築
が
計
画

さ
れ
て
い
る
が
、
最
終
平
成

26
年
ま
で
の
年
次
計
画
を
示

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

市
長 

当
面
の
学
校
施
設
整

備
に
つ
い
て
は
、白
山
市
学
校

統
合
検
討
委
員
会
に
お
い
て

策
定
さ
れ
た
小
・
中
学
校
改

築
10
カ
年
計
画
に
基
づ
き
山

ろ
く
の
統
合
小
・
中
学
校
を

初
め
、美
川
、朝
日
、松
南
、明

光
の
各
小
学
校
お
よ
び
美
川

中
学
校
の
整
備
を
進
め
る
。

 

質
問 

今
後
、
改
築
・
改
修
さ

れ
る
本
市
小
・
中
学
校
に
防

災
備
蓄
品
を
保
管
す
る
防
災

備
蓄
庫
の
整
備
は
で
き
な
い

か
。

 

市
民
生
活
部
長 　

本
市
で
は
現
在
、各
支

所
の
建
物
を
利
用
し

て
備
蓄
体
制
を
進
め

て
い
る
。

 

質
問 

防
災
備
蓄
物

品
、特
に
ア
ル
フ
ァ
米

等
の
食
料
品
の
備
蓄

量
と
今
後
の
備
蓄
計

画
を
問
う
。

 

市
民
生
活
部
長 　

本
市
で
は
現
在
、ア
ル

フ
ァ
米
や
乾
パ
ン
等

１
万
２
２
０
０
食
を

非
常
食
と
し
て
保
有
し
て
い

る
。今
後
、
食
料
は
２
万
食
保

有
す
る
計
画
で
あ
る
。

 

質
問 

防
災
備
蓄
品
に
ト
イ

レ
は
あ
る
の
か
。

 

市
民
生
活
部
長 

簡
易
ト
イ

レ
は
現
在
、
39
台
保
有
し
て

お
り
５
年
計
画
を
進
め
る
中

で
、
市
全
体
で
58
台
の
保
有

を
計
画
し
て
い
る
。

 

質
問 

行
財
政
改
革
の
一
環
と

し
て
、
職
員
数
削
減
と
補
助
金

の
見
直
し
、
寄
付
文
化
醸
成
や

市
民
の
納
税
意
欲
向
上
、
各
種

団
体
へ
の
支
援
促
進
を
目
的

に
、
独
自
の
１
％
支
援
条
例
制

定
を
検
討
せ
よ
。

 

市
長 

本
市
に
お
い
て
も
大
変

参
考
と
な
る
施
策
で
あ
る
。補

助
金
の
整
理
・
合
理
化
を
進
め

る
た
め
、調
査
・
研
究
を
す
る
。

広
報
誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

封
筒
等
に
企
業
名
を
掲
載
せ
よ

 

質
問 

自
主
財
源
の
確
保
、
経

費
の
軽
減
や
職
員
の
意
識
改

革
の
た
め
、
企
業
広
告
掲
載
を

検
討
せ
よ
。現
状
と
今
後
の
予

定
は
。

 

市
長 

封
筒
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
等
に
設
置
す
る
。広
報
に

つ
い
て
は
、検
討
す
る
。

 

企
画
財
政
部
長 

来
年
度
か
ら

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
車
内

広
告
や
バ
ス
停
に
、
広
告
掲
載

の
運
用
方
針
等
定
め
る
。

 

市
民
生
活
部
長 

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
広
告
掲
載
は
、
来
年
度
を

目
途
に
進
め
る
。

住
宅
火
災
警
報
器
の
設
置

 

質
問 

消
防
法
の
改
正
に
よ

り
、
既
存
住
宅
は
、
平
成
20
年

５
月
31
日
迄
、台
所
・
寝
室
・
階

段
等
に
火
災
警
報
器
等
設
置

が
義
務
づ
け
ら
れ
た
、
住
宅
へ

の
取
り
付
け
の
啓
発
は
。

 

市
長 

７
月
中
に
は
チ
ラ
シ
を

全
戸
配
布
す
る
。

 

質
問 

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や

高
齢
者
の
み
の
世
帯
に
対
し

無
料
配
布
ま
た
は
貸
与
せ
よ
。

ま
た
、
障
害
者
世
帯
に
対
し
、

費
用
一
部
負
担
は
。

 

市
長 

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

の
内
容
の
充
実
、
普
及
に
努
め

る
。ま
た
、
障
害
者
や
高
齢
者

の
世
帯
に
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
に
設
置
個
数
の
措

置
と
貸
与
を
検
討
す
る
。

 

質
問 

悪
質
訪
問
販
売
被
害
防

止
の
周
知
は
。

 

市
長 

広
報
や
、
お
知
ら
せ

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
注
意
を
促
す
。

寺越 和洋

Ｑ 

白
山
市
独
自
の

 

１
％
支
援
条
例
を
制
定
せ
よ

Ａ 

大
変
参
考
と
な
る
施
策
で

 

調
査
・
研
究
し
て
い
く

河原 秀昭

Ｑ 

小
・
中
学
校
改
築
の

 

年
次
計
画
を
示
せ

Ａ 

改
築
10
カ
年
計
画
に
基
づ
き

 

整
備
を
進
め
る

河原 秀昭

寺越 和洋

改築予定の松南小学校

備蓄庫として検討される旧議場

１％支援条例とは
千葉県市川市で平成17年4月からスタートした条例は、市民
納税者が選ぶ「市民活動団体支援制度」（1％支援制度）といわ
れている。
全国に先駆けた制度で、目的は、納税に対する意欲向上と市民
活動団体への支援促進です。
市に登録した団体の事業や各種ボランティア団体やNPO等、
市民の自主的な活動に対し、市民税納税者が支援したい1団体
を選び、市が個人市民税額の1％相当額を支援するものです。



一般質問 

一般質問 

11

 

質
問 

平
成
19
年
よ
り
経
営

所
得
安
定
対
策
へ
制
度
の
改

正
が
な
さ
れ
る
と
の
こ
と
。

今
後
も
引
き
続
き
、
地
域
振

興
作
物
の
推
進
、
奨
励
を
図

れ
。

 

市
長 

平
成
19
年
度
か
ら
品

目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
が

導
入
さ
れ
て
い
る
。本
市
と

し
て
振
興
作
物
が
品
目
に
よ

り
対
象
か
ら
外
れ
た
品
目
が

あ
る
が
、
米
施
策
改
革
推
進

対
策
に
お
け
る
新
産
地
づ
く

り
対
策
、
い
わ
ゆ
る
主
要
な

転
作
作
物
の
中
で
取
り
組
め

な
い
か
、
国
の
動
向
を
見
き

わ
め
な
が
ら
、
Ｊ
Ａ
と
と
も

に
特
性
を
生
か
し
た
地
域
振

興
作
物
の
推
進
に
積
極
的
に

取
り
組
む
。

 

質
問 

公
共
施
設
等
の
整
備

を
図
る
一
手
法
と
し
て
、
民

間
資
金
等
の
活
用
（
Ｐ
Ｆ
Ｉ
）

の
研
究
・
検
討
が
必
要
で
は

な
い
か
。

 

企
画
財
政
部
長 　
　
　
　

行
財
政
改
革
に
お
い
て
も
、

民
間
資
金
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｆ

Ｉ
手
法
の
導
入
に
向
け
て
研

究
に
取
り
組
む
。

　

公
共
事
業
の
早
期
着
手
の

メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
と
既
存

手
法
を
比
較
検
討
し
、
前
向

き
に
取
り
組
み
た
い
。

新
幹
線
車
両
基
地

 

質
問 

建
設
に
地
元
企
業
が
参

加
で
き
る
よ
う
に
働
き
か
け
よ
。

 

市
長 

本
線
部
分
と
基
地
敷
地

以
外
の
道
路
、
水
路
の
設
計
・

施
工
は
、
市
の
受
託
を
鉄
道
運

輸
機
構
に
要
望
し
て
い
る
。

 

質
問 

４
メ
ー
ト
ル
も
の
盛
土

の
構
造
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
支

障
と
も
な
り
、
見
直
し
で
き
な

い
の
か
。

 

市
長 

４
メ
ー
ト
ル
の
高
さ

は
、
水
路
管
理
や
地
下
道
化
す

る
際
の
通
過
空
間
な
ど
考
慮

し
た
高
さ
だ
。水
路
の
管
理
方

法
や
よ
り
深
い
地
下
道
路
方

式
に
す
れ
ば
、
盛
土
の
高
さ
を

下
げ
る
こ
と
は
可
能
。最
終
的

に
は
地
元
に
と
っ
て
ど
れ
が

い
い
の
か
、
協
議
し
決
定
さ
れ

る
こ
と
に
な
ろ
う
。

 

質
問 

基
地
で
分
断
さ
れ
る
道

路
は
地
下
道
化
さ
れ
る
計
画

だ
が
、
安
全
対
策
を
ど
う
考
え

る
か
。

 

市
長 

当
然
、万
全
の
対
策
が
と

ら
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

 

質
問 

水
の
供
給
と
の
関
係

で
、
融
雪
体
制
に
つ
い
て
聞

く
。ま
た
、
業
務
に
上
水
道
使

用
と
の
こ
と
だ
が
、
工
場
用
の

場
合
、
自
前
で
井
戸
を
掘
る
の

が
一
般
的
で
な
い
の
か
。

 

市
長 

機
械
除
雪
を
主
に
、
ポ

イ
ン
ト
は
電
熱
や
ヒ
ー
タ
ー

方
式
と
な
る
予
定
。散
水
に
よ

る
消
雪
は
、
基
地
内
の
井
戸
を

使
う
。ま
た
、
車
両
洗
浄
は
水

道
を
使
う
が
、
市
に
と
っ
て
は

水
道
料
金
収
入
が
入
る
。

子
育
て
支
援

 

質
問 

土
曜
午
後
保
育
・
年
末

保
育
の
拡
充
を
。第
２
子
以
降

の
保
育
料
半
額
制
度
の
対
象

の
拡
充
を
。イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
助
成
を
。

 

健
康
福
祉
部
長 

延
長
保
育

は
、
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
検
証

し
た
い
。年
末
保
育
は
事
前
に

利
用
調
査
し
、
調
整
し
て
い

る
。イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
助
成
は
難
し
い
。

療
養
病
床
削
減
計
画

 

質
問 

国
の
削
減
計
画
に
対
す

る
公
立
病
院
の
あ
り
方
を
問

う
。

 

市
長 

国
・
県
の
動
向
を
注
視

す
る
が
、
公
立
病
院
で
は
地
域

医
療
施
設
と
し
て
の
役
割
を

果
た
せ
る
よ
う
努
力
し
て
い

く
。

宮岸 美苗

Ｑ 

新
幹
線
車
両
基
地
建
設
に

 

地
元
企
業
を
参
加
さ
せ
よ

Ａ 

地
元
企
業
振
興
の
た
め

 

鉄
道
運
輸
機
構
に
要
望

北村 登

Ｑ 

地
域
振
興
作
物
の

 

今
後
の
推
進
、奨
励
は

Ａ 

地
域
の
特
性
を
生
か
し

 

積
極
的
な
推
進
を
図
る

北村 登

宮岸 美苗

地域作物（鳥越地域）そば

北陸線に沿って新幹線の引き込み線が
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市
税
条
例
の
一
部
改
正

 

質
問 

一
部
改
正
で
、
市
税
は
増
収
が

見
込
め
る
か
。

 

答
え 

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
国
会
で
３
月
27
日
に
可
決
・
成
立

し
た
こ
と
に
伴
っ
て
税
率
等
を
改
正
し
、

今
年
度
、
固
定
資
産
税
は
評
価
替
え
等
に

よ
る
３
億
２
０
０
０
万
円
の
減
を
見
込

み
、
市
た
ば
こ
税
は
２
０
０
０
万
円
の
増

を
見
込
ん
で
い
る
。個
人
住
民
税
は
来
年

度
も
大
幅
に
改
正
さ
れ
る
が
、
18
年
度
は

３
億
７
０
０
０
万
円
の
増
を
見
込
ん
で
い

る
。

　
白
山
市
宅
地
造
成
事
業

　 

質
問 

白
峰
地
区
、
尾
口
地
区
の
宅
地

分
譲
の
状
況
は
。

 

答
え 

白
峰
地
区
は
13
区
画
の
う
ち
２

区
画
が
分
譲
済
み
で
、
尾
口
地
区
は
６

区
画
の
う
ち
３
区
画
が
分
譲
済
み
。

 

意
見 

宅
地
分
譲
条
件
を
見
直
し
て
、

販
売
促
進
に
努
め
ら
れ
た
い
。ま
た
、
地

域
振
興
に
つ
な
が
る
定
住
対
策
と
し

て
、
住
宅
取
得
補
助
制
度
を
研
究
さ
れ

た
い
。

　
千
代
野
小
学
校
及
び
広
陽
小
学
校

の
大
規
模
改
造
・
地
震
補
強
工
事

　 
質
問 

工
事
期
間
は
い
つ
か
。

 
答
え 
千
代
野
小
学
校
は
平
成
18
年
12

月
完
成
予
定
。広
陽
小
学
校
は
平
成
19

年
３
月
完
成
予
定
。な
お
、
平
成
19
年
度

に
２
期
工
事
に
取
り
か
か
る
。

総務企画常任委員会

 

質
問 

白
山
市
政
功
労
者
表
彰
に
、

ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
を
含
め
ら
れ
な
い

か
。

 

総
務
部
長 

市
政
功
労
者
表
彰
は
、市

の
学
術
や
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
経
済
、

産
業
な
ど
に
貢
献
し
た
人
を
顕
彰
し

て
お
り
、ス
ポ
ー
ツ
を
含
ん
で
い
る
。

 

質
問 

市
内
県
立
３
高
校
に
、進
学
率

の
高
い
特
色
あ
る
高
校
を
作
れ
な
い

か
。

 

市
長 

時
代
に
即
し
た
高
等
学
校
の

再
編
整
備
は
、
石
川
県
の
学
校
教
育

振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
る
必
要
が

あ
る
。

県
教
育
委
員
会
が
年
度
内
に
新
た
な

指
針
を
策
定
し
、
来
年
度
中
に
次
期

高
校
再
編
整
備
案
を
計
画
し
て
お

り
、
提
案
に
つ
い
て
は
県
に
働
き
か

け
て
い
き
た
い
。

西川 寿夫

Ｑ 

進
学
率
の
高
い

 

高
校
を
作
れ

Ａ 

県
に
、

 

働
き
か
け
て
い
き
た
い市内の公立高校（左から鶴来高校、翠星高校、松任高校）

西川 寿夫

国
か
ら
地
方
へ

平
成
19
年
度
か
ら
税
源
移
譲
に

よ
っ
て
住
民
税
が
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。

税
負
担
は
…

＝
6％（市民税）

4％（県民税）
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業

 

質
問 

施
設
の
建
設
が
定
員
80
人
用
な
ど

大
規
模
化
し
て
い
る
。適
正
規
模
に
つ
い

て
市
の
考
え
を
示
せ
。

 

答
え 
国
、
県
で
は
40
人
規
模
を
理
想
と

し
て
い
る
が
、
現
時
点
で
大
規
模
化
に
対

応
す
る
指
導
は
な
い
。本
市
と
し
て
は
、

運
営
を
考
え
る
と
80
人
以
上
の
も
の
は

設
置
で
き
な
い
が
、
適
正
な
定
員
に
つ
い

て
は
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

質
問 

80
人
以
上
の
規
模
に
な
っ
た
時
ど

う
取
り
組
む
の
か
。

 

答
え 

あ
ま
り
大
き
く
な
り
す
ぎ
れ
ば
、

２
つ
の
学
童
ク
ラ
ブ
に
分
け
る
こ
と
を

考
え
た
い
。

国
か
ら
の
民
生
費
税
源
移
譲

 

質
問 

国
か
ら
の
補
助
金
な
ど
が
減
額
さ

れ
て
い
る
。民
生
費
関
係
の
影
響
額
を
示

せ
。

 

答
え 

平
成
17
年
度
の
決
算
額
は
ま
だ

出
て
い
な
い
が
、
18
年
度
は
17
年
度
に

比
べ
２
億
２
〜
３
０
０
０
万
円
の
補
助

金
が
減
額
さ
れ
て
い
る
。内
訳
は
、
児
童

手
当
や
児
童
扶
養
手
当
で
約
２
億
円
、

介
護
保
険
特
別
会
計
の
在
宅
福
祉
で

１
４
０
０
万
円
、
次
世
代
育
成
支
援
の
交

付
金
で
７
５
０
万
円
が
減
額
さ
れ
て
い

る
。

 

質
問 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
介
護
報

酬
の
方
は
ど
う
か
。

 

答
え 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
っ
て

く
る
介
護
報
酬
の
単
価
が
減
額
さ
れ
て

い
る
。

体
育
施
設
の
運
営

 
質
問 

体
育
施
設
の
土
地
借
り
上
げ
料
に

ば
ら
つ
き
が
あ
る
。何
故
か
。

 

答
え 
確
か
に
地
域
に
よ
り
金
額
に
差
が

あ
る
。近
接
地
で
の
貸
借
契
約
を
参
考
に

金
額
を
決
め
る
時
が
あ
る
。今
後
は
、
市

全
体
の
整
合
性
を
は
か
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
。

 

質
問 

旧
福
島
印
刷
野
球
場
の
地
域
開
放

で
、
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
な
ど
の
備
品
設
置

を
考
え
て
い
る
か
。

 

答
え 

借
り
上
げ
は
一
時
的
で
経
費
を
掛

け
ら
れ
な
い
。大
掛
か
り
な
整
備
は
予
定

し
て
い
な
い
。

 

意
見 

中
学
校
隣
設
の
地
域
体
育
館
の
維

持
管
理
を
中
学
校
に
任
せ
て
は
ど
う
か
。

そ
の
他
の
事
業
に
つ
い
て
の
意
見

 

意
見 

耐
震
診
断
が
必
要
な
小
中
学
校
の

早
期
実
施
を
求
め
る
。

文教福祉常任委員会

去
る
５
月
15
日
か
ら
17
日
ま
で
の

３
日
間
、青
森
県
八
戸
市
、岩
手
県
北
上

市
、
山
形
県
金
山
町
を
視
察
研
修
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

八
戸
市
高
齢
者
保
険
福
祉
計
画

八
戸
市
で
は
、
高
齢
者
保
険
福
祉
計

画
に
則
り
、
平
成
18
年
４
月
か
ら
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
市
の
直
営
で

１
ヶ
所
設
置
し
、
日
常
生
活
圏
域
は
高

齢
者
人
口
を
基
本
に
市
内
を
10
の
圏

域
に
分
け
て
各
種
施
策
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

介
護
予
防
事
業
を
強
力
に
推
進
し

な
が
ら
、
特
に
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

支
援
事
業
で
は
、老
人
福
祉
電
話
・
緊
急

通
報
装
置
の
貸
与
、民
生
委
員
・
看
護
士

等
に
よ
る
声
掛
け
・
見
守
り
な
ど
の
訪

問
活
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

白
山
市
も
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

世
帯
の
把
握
は
急
務
で
あ
り
、
防
災
等

の
観
点
か
ら
も
参
考
に
し
た
い
。

豪
雪
地
の
学
校
建
設
事
業

☆
北
上
市
立
和
賀
小
学
校
は
、
全

校
生
徒
３
１
２
人
、
15
ク
ラ
ス
の
学
校

で
あ
り
ま
す
。豪
雪
地
域
で
あ
る
た
め

校
舎
の
屋
根
を
雪
の
落
ち
に
く
い
ス

ノ
ー
ス
ト
ッ
パ
ー
ル
ー
フ
を
使
用
し
、

軒
の
出
の
深
い
切
り
妻
屋
根
に
な
っ

て
お
り
、
玄
関
横
に
床
暖
房
を
採
用
し

た
乾
燥
室
が
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。☆

金
山
町
立
明
安
小
学
校
は
、
全
校

生
徒
73
人
、
１
学
年
１
ク
ラ
ス
の
学
校

で
あ
り
ま
す
。校
舎
の
耐
久
性
を
重
視

し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
木
造
の
混
構
造

方
式
を
採
用
し
、教
室
は
床
暖
房
、窓
側

に
は
温
水
式
ヒ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
。ま
た
、屋
内
体
育
館
を

２
階
建
て
と
し
、
１
階
部
分
は
冬
季
の

先
生
用
、
地
域
開
放
用
駐
車
場
と
な
っ

て
お
り
ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
学
校
も
壁
・
床
・
机
・
い
す

等
に
地
元
産
木
材
を
使
用
す
る
と
と

も
に
、教
室
・
廊
下
や
プ
レ
イ
ル
ー
ム
な

ど
の
空
間
を
広
く
し
て
い
る
た
め
、
出

会
う
生
徒
た
ち
が
、
元
気
で
と
て
も
明

る
か
っ
た
の
が
印
象
的
で
あ
り
ま
し

た
。白

山
市
に
お
い
て
も
、
山
ろ
く
で
の

統
合
小
・
中
学
校
の
建
設
計
画
も
あ
り
、

特
に
冬
季
に
お
け
る
暖
房
、
雪
害
対
策

を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
点
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。

文教福祉常任委員会視察

く
あ
り
ま
し
た
。

新設が待たれる広陽小学校の放課後児童クラブ

視察先の学校校舎
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共
同
墓
地
整
備
事
業
費
補
助
金

 

質
問 

市
内
の
共
同
墓
地
す
べ
て
が
対

象
に
な
る
の
か
。

 
答
え 
す
べ
て
対
象
に
な
る
が
、
こ
の

補
助
金
制
度
に
該
当
す
る
整
備
内
容
に

対
し
て
補
助
を
す
る
。補
助
率
は
２
分

の
１
、限
度
額
は
２
５
０
万
円
で
あ
る
。

観
光
施
設
修
繕
事
業

 

質
問 

平
成
18
年
度
か
ら
、
多
く
の
観

光
施
設
が
指
定
管
理
者
に
よ
り
管
理
運

営
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
の
施
設

の
修
繕
に
つ
い
て
基
準
は
あ
る
の
か
。

 

答
え 

修
繕
１
件
に
つ
い
て
、
30
万
円

以
下
の
場
合
は
指

定
管
理
者
で
行
い
、

30
万
円
を
超
え
る
場

合
は
市
と
協
議
を
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。

観
光
山
菜
園
事
業

 

質
問 

平
成
17
年
度

の
状
況
は
。

 

答
え 

ス
キ
ー
場
活

性
化
対
策
と
し
て
、

昨
年
の
11
月
中
旬
、

白
山
一
里
野
温
泉
ス

キ
ー
場
に
ウ
ド
を
扶

植
し
た
。こ
れ
は
、
ス

キ
ー
場
の
土
壌
に
合

う
か
試
験
的
に
実
施

し
た
も
の
で
あ
り
、
牛
ふ
ん
等
の
肥
料

を
与
え
れ
ば
栽
培
可
能
と
い
う
結
果
が

出
た
。

　

今
年
度
は
、
白
山
中
宮
温
泉
ス
キ
ー

場
で
も
実
施
す
る
。今
後
は
、
生
育
状
況

を
見
な
が
ら
観
光
客
に
開
放
す
る
と
と

も
に
、将
来
は
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
も
活
用
で
き
る
よ
う
、
地
元
と
協
議

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

 

意
見 

継
続
し
て
集
客
に
つ
な
が
る
よ

う
観
光
山
菜
園
の
管
理
を
十
分
に
行
わ

れ
た
い
。

生活経済常任委員会

５
月
30
日
か
ら
６
月
１
日
に
か
け

て
、福
岡
県
宮
若
市
、大
分
県
豊
後
高
田

市
、
福
岡
県
八
女
市
及
び
久
留
米
市
を

視
察
し
ま
し
た
。 

宮
田
団
地（
産
業
団
地
）

福
岡
県
宮
若
市

宮
田
団
地
に
は
、
自
動
車
産
業
と
Ｉ

Ｃ
産
業
等
の
九
州
を
代
表
す
る
企
業

が
立
地
し
て
い
ま
す
。福
岡
・
北
九
州
両

政
令
指
令
都
市
の
中
間
に
位
置
し
、
平

成
17
年
７
月
に
２
１
９
．１
ヘ
ク
タ
ー

ル
も
の
用
地
は
完
売
し
て
い
ま
す
。白

山
市
も
今
年
度
、
工
業
団
地
造
成
の
適

地
調
査
を
予
定
し
て
お
り
、
参
考
と
す

べ
き
点
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

「
昭
和
の
町
」づ
く
り

大
分
県
豊
後
高
田
市

豊
後
高
田
市
の
中
心
商
店
街
は
、
高

度
経
済
成
長
期
を
境
に
衰
退
し
、
集
客

効
果
は
厳
し
い
状
況
で
し
た
が
、
商
工

会
議
所
が
中
心
と
な
り
、
平
成
13
年
度

よ
り
古
い
建
物
を
生
か
し
た
町
並
み

の
再
生
を
テ
ー
マ
に
し
た「
昭
和
の
町
」

事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
で
は
年
間
20
万
人
以
上
の
観
光

客
が
訪
れ
る
町
へ
と
変
わ
り
、
今
後
も

地
元
商
店
街
の
活
性
化
と
観
光
客
の

増
加
施
策
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

廃
食
用
油
の
リ
サ
イ
ク
ル

福
岡
県
久
留
米
市

久
留
米
市
で
は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ

れ
る
て
ん
ぷ
ら
油
な
ど
の
廃
食
用
油

は
、
環
境
衛
生
連
合
会
等
を
中
心
と
し

て
各
校
区
で
回
収
さ
れ
、
石
け
ん
や
家

畜
の
飼
肥
料
等
に
活
用
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

平
成
14
年
７
月
か
ら
は
廃
食
用
油

の
軽
油
代
替
燃
料
化（
Ｖ
Ｄ
Ｆ
化
）に
取

り
組
み
、
市
の
ご
み
収
集
車
の
燃
料
と

し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。こ
の
取
組
み

は
、
市
民
の
ご
み
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
に
対
す
る
意
識
高
揚
と
排
気
ガ

ス
の
低
公
害
化
に
も
つ
な
が
り
、
廃
食

用
油
の
回
収
量
は
年
々
増
加
し
て
き

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

そ
の
他
、
福
岡
県
八
女
市
の
八
女
市

健
康
増
進
施
設「
べ
ん
が
ら
村
」を
視
察

し
ま
し
た
。

生活経済常任委員会視察

ウドの植栽

活性化した「昭和の町」   
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常任委員会レポート

緑
と
花
の
ふ
れ
あ
い
事
業

 

質
問 

講
習
内
容
を
示
せ
。

 
答
え 

白
山
ろ
く
テ
ー
マ
パ
ー
ク
（
吉

岡
園
地
）内
で
、
花
植
え
や
山
の
植
物
の

植
栽
等
を
体
験
す
る
。

市
道
路
線
の
認
定（
１
路
線
）

　

佐
良
地
内
の
国
道
１
５
７
号
線
ゆ
ず

り
レ
ー
ン
完
成
に
伴
い
、
関
係
道
路
を

地
下
道
と
し
市
道
路
線
と
認
定
す
る
。

 

質
問 

ゆ
ず
り
レ
ー
ン
の
完
成
時
期

は
。

 

答
え 

今
年
度
中
に
完
成
予
定
。

 

質
問 

地
下
道
建
設
の
理
由
は
。

 

答
え 

ゆ
ず
り
レ
ー
ン
の
一
車
線
が
増

え
た
た
め
、
佐
良
地
内
と
農
地
等
が
国

道
で
分
断
さ
れ
る
の
で
、
安
全
の
た
め

横
断
地
下
道
を
新
設
。

市
道
の
整
備
事
業

 

質
問 

五
歩
市
・
成
線
の
今
後
の
予
定

は
。

 

答
え 

金
沢
外
環
状
道
路
（
海
側
幹
線
）

方
向
の
整
備
を
進
め
る
。

道
路
整
備
の
増
額
補
正

（
国
か
ら
事
業
費
の
内
示
額
確
定
）

・
あ
さ
ひ
荘
苑
福
増
線
道
路
整
備

…
…
…
…
…
…
…
１
億
５
９
７
０
万
円

・
末
松
徳
光
線
道
路
整
備

…
…
…
…
…
…
…
…
１
億
１
８
０
万
円

・
美
川
大
浜
水
源
地
線

…
…
…
…
…
…
…
…
…
７
７
０
０
万
円

簡
易
水
道
事
業

木
滑
地
区
に
て
、
県
事
業
の
手
取
川
自

転
車
道
工
事
に
伴
い
送
水
管
移
設
工
事

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
１
０
万
円

下
水
道
事
業

・
基
金
へ
の
積
立

…
…
…
…
…
…
…
１
億
５
６
２
０
万
円

 

そ
の
他 

・
上
下
水
道
料
金
平
準
化
検
討
委
員
会

の
状
況
の
説
明

・
松
任
駅
前
の
立
体
駐
車
場
計
画
の
説

明

建設企業常任委員会

日
程
…
５
月
29
日
〜
31
日

行
き
先
…
静
岡
県

三
島
市

人
口
１
１
万
２
３
９
２
人

「
森
の
小
さ
な
ダ
ム
づ
く
り
の
事

業
」
と
「
街
中
が
せ
せ
ら
ぎ
事
業
」
を

視
察富

士
山
、
箱
根
か
ら
の
湧
水
減
少

に
伴
い
、
危
機
的
な
河
川
の
汚
染
に

陥
っ
た
こ
と
が
発
端
と
な
り
、
環
境

保
全
と
湧
水
復
活
を
目
指
し
、
市
民

と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
活
動
が
活

発
に
展
開
さ
れ
て
い
て
、
森
林
の
地

下
水
涵
養
、
治
山
治
水
の
事
業
、
市
街

地
の
自
然
環
境
を
活
か
し
た
地
域
づ

く
り
や
自
然
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

自
然
を
大
切
に
す
る
心
の
育
成
が
参

考
と
な
り
ま
し
た
。

御
殿
場
市　

人
口
８
万
５
１
９
４
人

　
「
地
下
水
の
適
正
採
取
と
保
全
」
と

「
工
業
用
水
道
事
業
」を
視
察

　

富
士
山
の
裾
野
に
位
置
し
て
お

り
、
河
川
が
用
水
機
能
を
果
た
し
て

い
な
い
た
め
、
飲
料
水
、
農
業
・
工
業

用
水
と
も
地
下
水
に
依
存
し
て
い

て
、
地
下
水
採
取
の
規
制
が
行
わ
れ

て
い
る
。ま
た
、
揚
水
規
制
に
よ
り
企

業
進
出
に
は
制
限
が
あ
り
苦
労
し
て

い
た
。

　

両
市
と
も
水
源
涵
養
や
水
環
境
保

全
に
、努
力
し
て
い
ま
し
た
。

磐
田
市　

人
口
１
６
万
６
２
３
２
人

　
「
Ｊ
Ｒ
磐
田
駅
橋
上
駅
舎
整
備
事

業
」
と
「
磐
田
駅
北
市
街
地
再
開
発
事

業
」を
視
察

　

駅
前
の
中
心
市
街
地
は
、
モ
ー
タ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
、
高
齢
化
に

よ
り
空
洞
化
が
進
ん
で
お
り
、
こ
れ

を
防
止
す
る
た
め
の
再
開
発
事
業

は
、
白
山
市
で
も
行
わ
れ
て
い
る
松

任
駅
南
土
地
区
画
整
理
事
業
や
駅
周

辺
区
画
整
理
事
業
な
ど
の
参
考
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
磐
田
駅
の
南
北
を
つ
な
ぐ

橋
上
自
由
通
路
は
、
松
任
駅
舎
橋
上

化
も
検
討
さ
れ
て
お
り
、
参
考
と
な

る
と
思
い
ま
す
。

建設企業常任委員会視察

地下道となった道路

JR磐田駅
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環境にやさしい大豆油インキを使用しています。古紙配合率100％再生紙を使用しています

私は毎日の生活の中で、もうすっかり「白山市」に
馴染んできたように思います。毎朝「今日は白山がよ
く見えるかなぁ」と思いながら仕事に出掛けるので
すが、あのふもとから高速道路の向こうの海までも
が「白山市」なのですから、もっと多くの市民の方々
と交流を深めて白山市を知りたいです。今、松任駅前
も大きく変わり、新幹線の車両基地計画など、新し
くなる白山市…。発展のためとはいえ、子供達から
「やっぱりホッとするね」と言われる白山市でありた
いものです。

ところで、私が感じたことなのですが、一年間のわ
ずか数日とはいえ雪の日です。除雪された雪道を運
転する私。そして、その脇の道を歩いているのは、病
院や買い物、学校へ行こうとしているお年寄りや子
供達です。とても歩き辛く恐いものです。今後、雪対
策の一つにどうか歩道の除雪を確保する課題を取り
入れていただきたいと思います。
私は議会に大きな思いというより、身近で小さい
事に耳を傾けていただき、安心して生活できる白山
市になることを期待しています。

新
市
に

望
む
こ
と

　
中
山 

武
彦
さ
ん

（
白
山
市
村
井
東
二
丁
目
）

石川県には、昭和28年10月1日時点で180市町村
が存在した。それが平成の大合併により、41市町村
が19市町にスリム化された。中でも白山市は手取川
流域の自治体が集まっただけに、市民の多くがこれ
からの町づくりに期待と不安を抱いているのではな
かろうか。
現在もそうだが、この地域は過疎化にあえぐ白山
ろくと都市化する平野部の二極化を抱えている。こ
の傾向は合併により加速化するはずであり、同じ市
民として白山ろくをどう活性化させるかが最大の課

題だろう。都市部だけが繁栄しては、取り残されてい
く地域からは不平不満が起こる。
そのためには、市民意識の連帯感を高めることが
必要でないだろうか。次に、海から山までの広大な地
域ごとの特色を生かし、地域に合った振興策を打ち
立てていくべきである。大型開発や大企業誘致の時
代は過去のものであり、白山市の目指す目標は域内
交流の促進に尽きるのではないかと思う。

合
併
に

寄
せ
る
思
い

　
山
岸 
麻
美
さ
ん

（
白
山
市
田
中
町
）

結婚を期に松任市民となり3年、その後野々市町
に2年居を構えましたが、1市2町5村の大合併に合
わせ、白山市民の仲間入りをしました。しかし、以前
生活していた頃と比べても日常生活に特に変化もな
く、合併して何が変わったの？　とふと考えること
があります。
合併によるメリット・デメリットはそれぞれの旧
市町村の方はお持ちでしょうが、実際合併して市の
財政は豊かになるのでしょうか、又暮らしやすい白
山市になっているのでしょうか、私は勉強不足で行

政についてはわかりませんが、市民が実感して、「合
併して良かったね」と言える白山市になってほしい
と思います。
昨年の5月に第1子が生まれましたが、児童手当や
乳幼児医療費の助成等の充実を期待します。
最後に白山市の最大の魅力は、霊峰白山から日本
海までと広大な土地に緑豊かな平野であり、この恵
まれた環境を生かして、全国に誇れる白山市になる
ことを期待します。

私は毎日の生活の中で、もうすっかり「白山市」に

市民の声

私
の

小
さ
な
願
い

　
五
間
長 

祐
子
さ
ん

（
白
山
市
北
安
田
町
）

合併して1年あまり。
今回は松任地域の皆さんからご意見をいただきました。
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　6月定例会が終わりました。この議会

から初めて「クールビズ」が導入され、

議員・執行部が涼しく委員会に臨みまし

た。エネルギーの節約というより環境に

配慮する姿勢を市民に示すことにもな

り、温暖化が心配される中でこれからも

継続すべきことと思います。

　さて、市町村合併後1年6ヶ月、この

白山市「議会だより」も今回で5号を迎え

ています。初めての体験という委員が多

い中でこの編集委員会がスタートし、試

行錯誤の中でどうにか「白山市らしい議

会だより」が見えてきたかなと思います。

写真を多く取り入れて、できるだけ読み

やすく、可能な限り市民の皆さんにも参

加していただくことを方

針としてきました。

　そして、今回の第5号

から新しい編集委員会

が発足しました。市議会

では少ないと言われる

議員自らが編集すると

いう方式はこれからも

大切にし、市民の皆様

には適切な情報提供を続けていきたい

と思います。引き続きご支援よろしくお願

いいたします。

編

集

後

記


